



















































身 塔」（唐・太 宗 貞 観１４年 湿６４０湿 造　縦
２１０cm×横１３０ cm）とあり、左側は「大唐願
力寺故（神） 贍 法師影塔之銘并序」（則天武
せん
后・天授２年湿６９１湿造　縦１５２cm×横１４８ 
cm）とある。主人公の肖像がレリーフと
なって塔 龕 に納められ、塔
がん
 龕 の周囲に題記
がん
が、その左右、或いは片方に塔銘が刻まれて
いる。中にはこれらのように比較的長文の塔
銘を伴うものもあり、我々に重要な情報を与
えてくれている。前者の僧順は塔銘によれ
ば、当時、浄土教と並ぶ新興の仏教であった
三階教を奉ずる尼僧、従って光天寺は尼寺で
ある。後者の 神贍 は、題記には「大唐」と記
しんせん
すけれども、塔銘には正しく「大周の天授二
年」と言い、いわゆる則天文字が使われている。
　筆者はこれらに付随する塔銘を史料として
用いるために、以前からこれらの中の比較的
長文のものを解読しようと努めてきたが、塔
龕には長い時間の経過と共に欠落や摩滅が生
じており、読みづらい箇所が多い。しかも大
抵の拓本は写真のように左や右にある銘文を
一具として採拓するのみで、塔全体の像は伝
えられず、これらの塔銘がどのような塔龕の
どこにどのような形で残されているのかを知
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る由もなく、やむなく想像をはたらかせなが
ら読まざるを得なかったのが実情であった。
そういった隔靴掻痒の感はここに示した塔銘
を含む塔龕全体の拓本によって、これまでの
疑念と共に氷解したのであるが、同時に拓本
そのものの持つ罪、限界を痛感することと
なった。限界とは、銘文などを漢文史・資
料、あるいは単に文字記録として重視し、他
を顧みないことから生ずる情報の偏りであ
る。例えばここに掲げた神贍塔銘は、一見し
てわかるように、神贍像を彫り出した塔龕の
左右に長文の銘文が刻まれている。しかも全
体の拓本によって判明するように、塔銘右側
下部の毎行６字が欠け、末端の毎行２字がか
ろうじて残されている状態となっている。そ
のためかこの神贍塔銘の拓本には、右側の欠
落部分と末端の７行とをとらずに流布してい
るものが存在する。このような情報不足の拓
本によって銘文を解読しようとすると、はな
はだ難渋させられることになる。本学博物館
に所蔵するセットの中の神贍塔銘拓本はその
ようなことはなく、かえって旧拓にも見えな
い字が読める良好な状態を留めている。
　一方で、ここに掲示した拓本は、新たな興
味・課題を意識させる。灰身塔や影塔、像塔
などと呼ばれるように、塔龕には、文字通り
に、弔われている僧・尼、優婆塞・優婆夷の
肖像が浮き彫りされている。佛教石窟の壁面
に供養者の像が絵画・レリーフとして描かれ
ることはあっても、中国のこの時代におい
て、際立つ特徴を持つ塔形をともなって被葬
者の肖像が製作されたこのような遺跡は、他
に例がなく、男性の僧・優婆塞はもとより、
とりわけ女性の尼・優婆夷の肖像が造られた
例を知らない。男性である神贍法師の塔銘
の、「敬焚霊骨、起塔供養（ 敬 しんで霊骨を
つつ
 焚 き、塔を起て供養す）」「式図影像（
や
 式 しん
つつ
で影像を 図 く）」、また「因崇巌而鏤像（崇巌
えが
に因りて像を 鏤 む）」という文章が実体ある
きざ
ものとして、現地に遺存することもさりなが
ら、大比丘尼と称される僧順禅師の塔銘の、
「送柩於屍陀林所、弟子等謹依林葬之法、収
取舎利、建塔於名山（柩を屍陀林所に送り、
弟子等謹しんで林葬の法に依り、舎利を収取
し、塔を名山に建つ）」「刊石図形（石に 刊 み
きざ
 形 を
すがた
 図 く）」と記される、特に女性の場合の、
えが
優婆夷を含めての意味と意義を、現代人の
我々がどのように理解し表現しえるのか、こ
れらの拓本は問いかけている。僧順禅師像の
頭部はもはや欠損してしまっていても、拓本
によってもたらされる迫力には、移録され整
理された文献史料とは別次元の魅力がある。
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